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In this paper, we conduct a comparative analysis of literature and of both haniwa and mural materials to study 
the Bemin（部民） in charge of the animals (livestock) brought over as a result of the wave of immigration during 
the 5th and 6th centuries. Through this process, we clarify a number of commonalities and differences in order to 
identify their historical and cultural characteristics, as well as to investigate the reality of the early immigration 
period. 
We discuss falcon-keepers, with a focus on falcon bells and the organization of falconry; horse-keepers, with 
an emphasis on social status and the creation of a military horse breeding system; and cattle-keepers, regarding 
both the production and characteristics of medicines and the period of transmission relating to the story of the 
cowherd and the weaver girl. We also discuss pig-keepers in the context of the transmission of horn instruments, 
the role of Rikishi（力士） in the genealogy of the Henpeimage（扁平髷）, and four-deity paintings in terms of 
the interpretation and genealogy of the murals in Takehara Tomb (Miyawaka City, Fukuoka Prefecture). 
The production and breeding of cattle and horses, falconry, and sumo wrestling were all brought over mainly 
during the 5th century and then became organized starting from the 6th century. It was also during this period 
that four-deity images were brought over. In Japan in the 5th and 6 th centuries，while looking at the military and 
political relations of the Korean peninsula countries，conveniently accepted the technology and culture and used 
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（学位論文審査委員全員の審査により判定した。） 
５ 論文審査の結果の要旨 
 本博士論文は、古墳時代中・後期（5・6 世紀）に、朝鮮半島から日本に伝わった渡来文化
について、渡来系動物を扱う部民などを中心に分析し、その歴史的・文化的特性の抽出と実態
の明確化を行い、部民の組織化の問題を中心にその歴史的意義を追求しようとしたものである。 
 序章では、研究の目的・方法及び渡来文化に関する考古学的研究の研究史が述べられ、研究
史では比較分析という方法の有効性を明らかにし、それを採用することの妥当性を主張する。
第 1章では鷹甘（飼）について、鷹鈴と鷹狩りの組織化の問題を中心に論じ、鷹甘が飼育・訓
練した特徴を示す尾羽につけた鷹鈴が渡来文化の証拠であること、高句麗・百済で盛行した鷹
狩りが倭国で鷹飼部として組織化され、6世紀に列島規模で拡充したこと、鷹匠埴輪は被葬者
ではなく部民としての鷹甘であることなどを指摘する。第 2章では馬甘（飼）について、その
身分と軍馬生産体制の問題を中心に論じ、馬甘人物埴輪等から馬甘の当初における身分的低さ
を指摘し、馬甘部の組織化・軍馬生産体制の拡充と朝鮮半島情勢との関係性にまで言及する。
第 3章では牛甘（飼）について、薬としての牛乳生産とその性格を中心に論じ、牛が 5世紀後
半以前に馬とともに渡来したこと、その飼養数が極めて少ないのは支配者への薬としての牛乳
提供が目的であったこと、渡来初期には馬と一緒に飼育され馬甘と牛甘は分化されていなかっ
たこと等を指摘する。第 4章では第 3章の補足として牽牛織女伝説の伝来年代を追求し、5世
紀後半以前の倭国への牛馬渡来に伴なう一連の文化複合として渡来した可能性が高いと結論
付ける。第 5章では猪甘（飼）について、角笛の伝来問題を中心に論じ、猪（豚）の捕獲方法
が高句麗と日本では異なること、その際に使用された角笛の系譜が高句麗・百済に求められる
こと、家畜化された猪（豚）と猪飼技術の渡来は古墳時代以前で、猪甘部はその渡来集団の末
裔と見られ、鷹甘・馬甘・牛甘とは渡来時期・系譜・定着の仕方が異なること等を指摘する。
第 6章では力士について、力士埴輪特有の扁平髷の系譜問題を中心に論じ、褌に半裸身という
容姿と扁平髷に渡来文化としての根拠が見いだせることを指摘し、相撲が鷹甘などと同じ 5
世紀に渡来したとするとともに、扁平髷を仮面と見なす説を否定する。第 7章では四神図につ
いて、6世紀後半の竹原古墳壁画の解釈問題を中心に論じ、その図像の伝来が中国・高句麗か
ら直接ではなく百済を経由したものであることを明らかにする。終章では個別の検討結果を再
確認したうえで、それらを総合し、猪甘以外の鷹甘・馬甘・牛甘の技術の渡来の中心が 5世紀
にあり、6世紀に入って列島規模で定着・発展し、部民として組織化されたと結論づけ、その
背後に朝鮮半島情勢との連動性があることを指摘した。 
 本研究でまず注目すべきはその方法論で、いままで考古学研究ではあまり利用されていなか
った文献史学の成果を取り入れて議論をし、壁画などを含めて多様な史料論の成果となってい
ることは、渡来家畜とその技術の伝来の問題を道具に注目して分析したことと合わせて、新し
いタイプの考古学研究として非常に高く評価できる。また、各章の論述はいずれも実証的かつ
着実で、それぞれに十分説得力のある見解が提示されていることも高く評価でき、各章個々の
議論と成果はそれぞれに非常に高い水準にあるといえる。 
 その一方で、全体の総括がうまく書き切れていないことは指摘せざるを得ない。論文の「売
り」となる部分が十分に示せておらず、オリジナリティがあまり強調されていない点は、もど
かしく、かつ非常に残念である。また、部民研究のなかでの本研究の位置づけにおいて、文献
史家である田中史生の考古学研究への期待論を前面に押し出してしまったために、主が文献で
それを補う従の位置に考古学があるかのような印象を読者に与えてしまった点も惜しまれる。
このほかに、部民制研究に何を新たに加えたかを述べるべきであった、猪飼と鷹飼・馬飼・牛
飼などの技術がなぜずれて渡来するのか説明すべきだったなどの指摘が審査委員から出され
た。個別研究でも、他の解釈の可能性がある史料や図像などの問題がいくつかあることが、審
査委員から指摘され、文章が長文過ぎて理解しにくい箇所が少なからずあるとの指摘もあった。 
 以上のような問題点はあるものの、方法や個別研究の成果を否定するようなものではなく、
また博士学位論文審査要項の第 6条（博士学位論文の審査基準と審査項目）にすべて適合して
いるので、本論文は博士の学位授与に相応しい水準にあると判断され、全員一致で合格とした。 
